
やまどり

　１月10日（土）、11日（日）に第75回岩手県中学校ス
キー大会が八幡平市の安比高原スキー場で行われました。
３年生の下舘惣太さんがアルペン競技（ジャイアントス
ラロームとスラローム）に出場しました。
　結果は、ジャイアントスラロームで８位
（合計時間1:58.52）で、見事に１月24日
（土）に秋田県で行われる東北中学校ス
キー大会への出場を決めました。

　１月14日（水）より37日間の短い三学期が始まり、始業式を行いました。二階堂校長
から式辞として、

と述べられました。
　また、各学年の代表生徒から三学期の決意発表がありました。
　１年生小笠原愛莉さんから「１年生最後の学期として、１年間の振り返りを
行い、次につなげていけるような学期にし、来年度は新入生を引っ張っていき
たい。」、２年生西天音さんから「三学期は２年生のまとめと３年生への準備
の期間。全員で声を掛け合って生活していく。また、全ての行事のリーダーと
して、より良い学校を創っていきたい。」、３年生小渡桜咲月さんから「三学
期は、高校入試や卒業式がある。冬休みは、それぞれ自分の進路実現に向けて
課外学習をがんばった。一日一日を大切にして過ごしていきたい。」、執行部
叶城晴翔さんから「三学期は、とても短いが１年間のまとめをする大切な時期
である。予餞会では、３年生に感謝の気持ちを伝えたい。」
との発表がありました。

　今日から三学期が始まります。この冬休みには、大きな事故や怪我等の報告もなく、今こうして皆さんと共

に、始業式を迎えられたことを大変うれしく思います。

　そして、この場から皆さんの表情を見ていると、一回り成長した顔つきになっている人たちが、たくさんい

るように見え、頼もしく感じています。いずれ、冬休み期間中に培った力を、この三学期に大いに発揮してく

ださい。

　さて、三学期は「まとめの学期」です。

　１年生にとっては、いよいよ来年度からは先輩と呼ばれる、たくさんの後輩たちが入学してきます。先輩ら

しく、後輩の面倒をしっかりと見られるだけの力をつけていきましょう。

　２年生は最上級生になります。今までのように先輩たちが助けてくれることはありません。新年度が始まる

と、すぐに修学旅行・体育祭など大きな行事が待ち構えています。しっかりと力を付け、発揮できる準備をし

ていきましょう。

　さて、３年生のみなさん、日一日とお別れの時が近づいてきます。ただし感傷に浸っている訳にはいきませ

ん。事実、二か月も置かずに公立高校の入試が控えています。これまでに経験したことのない緊張感の中にい

ることでしょう。緊張感に打ち勝ち、自分の力を最大限発揮するためには、ただ一つ、自分を信じることで

す。自分の力を信じることしかないのです。

　「人生に自動ドアはない」と言われます。何事にも自分の力で切り開いていくことが必要です。自分の人生

なのですから、次のドアは自分で開けるしかないのです。３年生の皆さん全員が、十五の春を笑って迎えられ

るよう、受験という団体戦を乗り越え、笑顔をつかみ取ってください。

　結びに、三学期は短く、37日間しかありません。山中生一人一人にとって充実した学期になるよう、先生方

もたくさん応援しますので、しっかりと頑張ってください。

　以上、皆さんの頑張りに期待をし、三学期始業式にあたっての式辞とします。

　12月に44期生徒会執行部の企画として「Good
Tree X′mas」の取組が行われました。
　日々の生活の中で「相手にされて嬉
しかったこと」や「仲間が周りに対し
て行った良いこと」をカードに記入し、
「感謝のクリスマスツリー」に貼りま
した。感謝の気持ちで一杯のクリスマ
スツリーが完成しました。
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３学期はまとめの学期です！！
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自分や仲間の良いところを認め合おう祝　東北中学校スキー大会　出場


